
 
■2009年5月のマンスリーNEWS 　　

 

　4月末でホット1室残しの切り替えが終了しました。これ
から6月末時点でオールコールドを目指した切り替えにな
ってきます。いよいよ夏本番の準備に入ります。
　これからの売れ筋は水、お茶、スポーツドリンク系にな
ってきます。そこで思い切ってこれらの商品をダブらして
いかないと、売り切れをつかしてしまう恐れがあります。
つまり、商品の現在の商品のセッティングは現在の気候に
合わせるのでなく7～8月の気候に合わせていかなければな
らないのです。その準備を今月ぐらいから大至急行ってい
かなければなりません。

　商品のセッティングは非常に難しく、商品の種類を目一杯増やす時期、絞らなければならない時期が交
互にやってきます。商品の種類を増やさなければならない時期に商品を増やさないと、かなり売上げが低
迷します。また絞らなければならない時、絞らないと売り切れが続出します。このノウハウは、私達専門
家でも最近やっと確立してきたところで、仕事の探求というのは終わらないということがよくわかる事例
です。 　 

　 ちなみにこの夏の期待商品は 

　ダイドー　　： 　葉の茶450ペット、麦茶500ペット、富士山天然水500ペット 
　サントリー　：　ラッキーサイダー500缶　（まもなくセットし始めますおまちください。） 
　　　　　　　　　　リプトンアップルティー500ペットです。（あっさり系の定番商品です。） 
　
　 今夏の猛暑を期待しています。 

  

 
ＤＹＤＯ売れ筋ベスト5 ＳＵＮＴＯＲＹ売れ筋ベスト5

1位　ダイドーブレンドコーヒー １位　ボスレインボーマウンテン

２位　デミタスコーヒー ２位　ボス贅沢微糖

３位　Ｍコーヒー樽 ３位　ボスカフェオレ

４位　ウルトラサイダー350缶 ４位　ボス無糖ブラック

５位　朝摘み２９０ボトル缶 ５位　ﾎｯﾄ伊右衛門275ﾎﾞﾄﾙ缶

＊脅威の低価格戦略が効を奏した！！ウルタラサイダーが４位に食い込んだ。

 
　

　先日、Ｎ証券の担当営業マンがさかんに○○グリーン・ニューディール・
ファンドの購入を勧め来ました。彼の話しによると、ＩＴ革命の次の大き
な目玉が環境・エネルギー革命だと言うのです。

　 ＩＴ革命の恩恵を受けた人々は先進国や新興国に限定されていて、多め
に見積もっても世界で10～15億人程度でしたが、CO2削減を求められる環
境・エネルギー革命では、京都議定書の締結国172カ国、60億人に迫るそ
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うで、地球上に住むほとんどの人が、なんらかの形でCO2排出削減にかか
わることになり、環境産業はルール次第で飛躍的に拡大 する余地が生まれ
るというわけ。

　 通信機器を使わないで生活している人はいくらでもいるが、火を使わな
いで生活する人は皆無に等しい。というわけで、環境・エネルギー革命と
いうのは60億人をも巻き込む壮大なCO2削減競争が巻き起ころうとしてい
るということなのです。 さてそんな話しが頭にある中面白い雑誌を発見し
ました。「環境バブルで日本が変わる！」 という雑誌です。内容はとても
興味深い内容ばかりなので、この雑誌の一読は是非お奨めです。

　この雑誌のとても興味深い内容のひとつに、この環境・エネルギー革命の裏に暗躍する人脈が記されて
いるところがあります。どうやら、この人達はこの革命という名の元に一儲けをたくらんでいるいるよう
で、この辺のところを注意深く見ていくととても面白いと思います。

 
　

　3月の末に格安ツアーを使いバンコクに行ってきまし
た。 　
　 そこで念願（？）だった、腸内洗浄をトライしてき
ましたので、そのときの体験を今月号ではレポートし
たいと思います。
　レポートをする前に「腸内洗浄」とは何なのか説明
いたします。
　
　 腸内洗浄とは欧米では一般的に行われている美容医
療の一つです。故ダイアナ妃も愛好していたことでよく
知られています。昨今の私達の食生活は欧米化され、ラ
イフスタイルの変化から、便秘をはじめとした様々な
「宿便の害」が話題になっています。それらを取り除い
て腸を活性化し、便秘などを 起因とする病気などを防
ごうというのがこの腸内洗浄なのです。

 

　なんと腸内には１００種類、１００億個以上もの腸内物質が住
んでいるといわれています。 想像もつかないですよね。さらに食
物のカスや、長年付着している宿便もびっしりと張り付いていま
す。これが便秘を引き起こす水分の吸収を妨げているんです。
　腸内洗浄とは、そんな腸をきれいに掃除してあげることで、水
分吸収の働きを促進し、筋肉の緊張状態を和らげ、腸の運動能力
を活発化してくれる優れ技（？）なのです。

　さて、今回訪問したのはまだオープンしてから間もない
「Ｓメディカスパクリニックです。場所はバンコクの中心地
で、各国の大使館が軒を連ねる中にあります。ＢＴＳ（スカ
イトレイン）のプルンチット駅から徒歩5分のところです。
　店内に入るとハーブのエッセンシャルオイルの香りが漂
い、エントラ ンスはまるで高級ホテルのような雰囲気で
す。
　入店して少しすると、日本人のスタッフが登場します。メ
ニューの選定や医療行為などの説明はすべてこの日本人がや
ってくれます。ちなみにコースはものすごくたくさんありま
したが、私は男性なので、エステ 系は興味がないので腸内



洗浄のみの説明を受けました。
　腸内洗浄コースの具体的内容はこんな感じです。トータル
で2～3時間ぐらいです。

エントラ・受付

1、医者との問診

2、スパ（ジャグジー・サウナなど）

3、リラックスタイム

4、腸内洗浄

5、リラックスタイム　　　　　　　　　　　　　カンヤラ女医
　　　　　　　　（アグネスチャンに似ています）

　まず始める前にお医者さんとの問診があります。
　2枚くらいの質問事項に記入し、それをもとにお医者さんとの問診を行います。もちろんこのときは日
本人スタッフの方が通訳してくれるので何の問題もありません。
　その後、ロッカールームで着替えをしスパに入ります。とにかく施設はきれいでまるで上流階級のサロ
ンのようです。

更衣室 リラックスルーム ジャクジー

　スパに入った後はしばし、リラックスタイム。ここではこのような時に
必ずちょっとクセのあるハーブティーが出されます。受付をする時から、問
診を待っている間など常にこのハーブティーが出てきます。私はなぜか喉が
渇いていたので、このハーブティーをガブガブ飲んでいました。実はこのハ
ーブティーが後になってすごく効いてきます。

ハーブティー
　さていよいよ腸内洗浄が始まります。腸内洗浄は個室で行われます。部屋の中には冒頭の写真の様なベ
ッドが置かれています。担当の女性がついてしっかりサポートしてくれます。

　左の写真のようにベッドのお尻のあたりに細いチューブが
出ています。 そうです！これを肛門に入れるのです。「先に
ゼリーが塗ってあるので力を抜いてください」と言われ肛門
に挿入してくれます。
　さあ、いよいよ水が腸の中に入ってきます。2～3分すると
お腹が痛くなってきます。「痛かったら我慢しないで出して
ください。」とサポートしてくれる女性が横で言うのです
が、なんか横に人がいたら出しにくいのが本音です。
しかしそう長く我慢できるものではありません。我慢しきれ
ず出すと、なんと透明なパイプがベッドの横に通っており、
その中に出たものが流れていくのが見えるのです。
　このとき不思議なのですが、肛門にさしてあるチューブが
絶対に抜けません。 こんな調子で25リットルの水を入れて
いくのですが、約40～50分くらいかかります。途中でサポー
トの女性がお腹をマッサージしてくれたりします。
　終わりくらいになると、出るものは水だけになってきま
す。水の追加も出来るようで、「よければもう5リットル入
れますか？」といわれましたが、充分なのでお断りしまし
た。
　無事終わった感想としてはとにかくすっきりです！！
　それから、がぶ飲みしたハーブティーのせいでしょうか？

   



ベッドからチューブが出ています。 その後3時間ぐらい 15分おきぐらいおしっこに行くようでし
た。デドックス効果の高いハーブティーのようでした。

  　皆さんももし興味があればトライしてみたらいかかですか？
　3日間連続で来るのがいいそうです。大腸内すべてがきれいになるそうですよ。
　
　店名 Ｓ　メディカルスパ
　住所 2/2 Bhakdi Building , Wireless Road , Bangkok 10330
　ＴＥＬ 02-253-9625

  

 
　ＧＷを利用して静岡・川根に行ってきました。今回紹介するのは、静岡おでんと鯛焼きです。 

　・静岡おでん 
 

ダシが濃く見えますが、食べるとそうでもありません 川根は茶摘の真っ最中。
　
　 今回体験したのは、どこにでもあるような駄菓子屋さんです。場所は金谷というところで、ＳＬで有名
な大井川鉄道の出発駅の近くになります。静岡のこのあたりでは昔から、駄菓子屋さんのようなちょっと
したお店にはおでんがあるのが普通のようで、子供達から慣れ親しまれているようです。しかし、近年は
大型スーパーやコンビニの進出でこのようなお店が閉店してしまっているようでなかなか、昔のようなお
でんに出会えなくなっているようです。
　このおでんの特徴は、ダシがとても濃く見た目では “とてもしょっぱそうに”に見えること。そして黒は
んぺん（*）と言った関東ではあまり見かけない具材が入っていること。最後にいわしのダシ粉をかけて
食べることなどです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊黒はんぺん：さばやイワシを原料にしたはんぺんで黒っぽ
いが特徴

1本60円、激安です。 いわしのダシ粉をかけて食べます。 お菓子と並ぶおでん
  
　 ・行列の出来る鯛焼き



東海道線・島田駅の近く 若干、丸っぽい鯛焼きです。
　
　 金谷の隣町、島田の行列の出来る鯛焼き屋さんです。私が訪問したときも30分待ちと言われました。こ
このお店のメニュ ーは鯛焼きのみで、中に入るものもつぶ餡のみで勝負しています。あんこは甘さ控えめ
で”2個は軽くいける”という感じで す。
　もちろんあんこは尻尾までしっかり入っています。最大の特徴は皮が薄いことだと思います。皮とあん
この間が小麦粉が柔らかい鯛焼きがよくありますが、この鯛焼きは皮がとても薄いため、全体的にパリッ
としているのが特徴です。

鯛焼きよしむら

島田市本通4-20（ホテルルートイン島田駅前近く）
0547-37-2978　10:00～19:00　木曜日休み

今月号は静岡編でした。

あんこはたっぷり！！

 
　5/21よりダイドー・スポルタセブンの販売価格を150円から130円に変更する
との告知がありました。
　
　 結果ダイドードリンコの500ペットで150円で販売するのは、「チチヤスヨ
ーグルトテイスト」のみとなりました。

　 まさに今の低価格志向そのものの戦略となりました。
　
　 現在の消費動向はコンビニ・外食産業を始めとして低価格戦略で客を奪い
合う構図が鮮明となってきています。その中で自販機は定価で売れる媒体とし
て注目を集めてきたのですが、その常 識をダイドードリンコが打ち破ろうと
しているのです。
　
　 飲料メーカーとしては絶対に出来ないですが、ダイドードリンコはメーカ
ーというより自販機オペレーターという色合いが強いので、出来る芸当と思
われます。

　今年の最盛期の結果が楽しみです・・・

 
　
　 アークルブログに新人が登場しました！！「パソオタの独り言」ことＯ君です。どんなブログになって
いくのか興味深々です。



ただいまブログは8名が更新中です。 

・所長のブログ（小田原Ｈ所長）

ＮＥＷ ・マネージャーの部屋へ　

・情報最前線（海老名Ｋ所長）

・促進課・ほしやんの鼻からうどんいれたろか

ＮＥＷ ・つんつるてんＳＴＯＲＹ

・販促課オオクワ80mm

・産地直送！新鮮ネタ（海老名Ｎチーフ）　

ＮＥＷ ・パソオタの独り言（パンドラの箱を開けて
最後に出てくるのは・・・）

今年も梨の花は満開、8月には水々しい実
が・・ 

（4中旬撮影）

 

今月は以上です。又、来月号も宜しくお願いします。

 

 
■2008年度のマンスリーＮＥＷＳ

2009.04 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2009.03 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2009.02 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

2009.01 アークル　　マンスリーＮＥＷＳ

 
■マンスリーＮＥＷＳアーカイブ

最新 マンスリーＮＥＷＳトップページ

2008年度 ２００８年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2007年度 ２００７年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2006年度 ２００６年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2005年度 ２００５年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

2004年度 ２００４年のマンスリーＮＥＷＳアーカイブ

番外編 マンスリーレポート番外編
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